
　世界最大規模のジュエリーとジェム
のBtoBイベントとして、世界40以上の
国と地域から3,300社以上の出展社
が集まる「Jewellery & Gem World 
Hong Kong（JGW）」が、9月16日～
22日まで開催される。
　主催するのはジャパンジュエリー
フェアをはじめ、中国、インド、イスタン
ブール、バンコク、バーレーン、ドバイで
主催展示会を行っているインフォーマ
マーケッツジャパンのグループ会社、
Informa Market。
　世界の宝飾業界が一堂に会す国際
的なプラットフォームは、戦略的に「素
材」と「製品」の2つのセクターに分けら
れた、それぞれの会場で、効率よく仕入
れと供給の機会を提供する。
　9月16日～20日までは、ダイヤモンド
やカラーストーン、真珠などの宝飾素
材が集められたセクターが、空港から
ほど近いアジアワールドエキスポ
（AWE）で先行して開催される。
　「製品」は、9月18日～22日まで、香
港島にある香港コンベンション&エキ
シビションセンター（HKCEC）で開催
され、完成したジュエリーをはじめ、
パッケージ、ツール、機器などジュエ
リーに関連するテクノロジーなどが集

まる。
　世界でも人気でトレンドにもなって
いる真珠素材は、「素材」エリアに集
まっており、良いものは早いうちに
無くなってしまうこともある。希少
な宝石なども同じく早い段階から
多くのバイヤーにチェックされる。
　希望する質や金額、サイズが見
つからない場合は、「製品」会場に
も足を運ぶため、「素材」と「製品」
が重なる18日～19日に2つの会場
を移動するバイヤーは少なくない。
　それだけ顧客を抱えたバイヤーが
素材や製品を求めてJGWにやってくる
のだが、注目したいのは必ず提案され
る最新トレンドや新しいデザイン、イノ
ベーションなどだ。最新の動向などを
JGWで見て、吟味し、自分の市場をど
のように盛り上げることができるかを検
討できる。国内市場は多様化が進み、
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で、差別化に向けて取り入れることの
できる素材や製品があふれている。

豊かなカテゴリーのパビリオン群

　JGWには、40を超えるグループパビ
リオンやテーマごとのパビリオンが設
置され、AWEには、ダイヤモンドパビリ

オン、ジェムストーンパビリオン、
パールパビリオン、ジュエリーアク
セサリーパビリオン、ラボグロウンダ
イヤモンド&ジュエリーパビリオン
など。HKCECには、ファインジュエ
リー、フィニッシュジュエリーパビリ
オン、アンティーク&ヴィンテージ
ジュエリー、シルバージュエリーパ

ビリオン、ゴールドジュエリーパビリオ
ン、翡翠ギャラリー、Amberジュエリー
パビリオン、ファインジュエリーパビリ

オン、デザイナーエリア、ジュエリーアク
セサリー、ラボゾーン、ツール、パッケー
ジ、メディアなど見どころが沢山ある。
　そのほか、イタリア、フランス、ドイツ、
ベルギー、スペインなど欧州を代表す
るジュエリー以外にも、イスラエル、ス
リランカ、インド、南アフリカ、米国、ブ
ラジル、トルコ、シンガポール、台湾、タ
イ、韓国、中国など日本とライバル関
係にある様々な国の特長と成長の早
さを感じることができるのも国際展示
会の良いところであり、グローバルを目
指す国内のメーカーや業者は、国際
競争の立ち位置を確認しておきたいと
ころだ。
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　ジュエリー離れが著しい
という声が業界内では多い
が、果たしてそれは本当
か！？
　7月に開催されたRX Ja-
pan㈱による「TOKYO -
JEWELRY FES’24 SUM-
MER」には、3日間で11,451
人のユーザーが来場した
（出展社と報道関係は含ま
ない）。241社が出展し、3日
間通して賑わったようだ。
　特に自分だけのジュエ
リーを作成できるワーク
ショップの人気が高く、ほと
んどが満席となり、ジュエ
リーに魅了される人の多さ
を感じさせた。
　ワークショップの種類も
豊富で、彫金、原型制作、銀
粘土、宝石研磨、ハワイアン
彫り（洋彫り）、藍染を活か
したアクセサリー製作、ワイ
ヤーラッピング、本革アクセ
サリー、チェインメイルジュ
エリー、シルバーアクセサ
リーなどのほかにも、タロット占い&引
き寄せの宝石ペン制作や「似合う
ジュエリー」がわかる！パーソナルジュ
エリー診断など、女性に喜ばれるアプ
ローチも見られた。
　そこでも評判だったのが、オリジ
ナルジュエリーをバーチャルでデザ
インできる「ジュエリーCAD」の
ワークショップだ。

　プロ仕様のCADを使用し、好みのオ
リジナルデザインが作成可能で、完成
したCGによるジュエリーは、本物を写

真で撮ったかのようなレンダリ
ングデータ（写実的な加工）とし
て持ち帰れる。別途費用が掛
かってもジュエリーを制作する
という希望者も多かった。
　手ごろな価格の3Dプリン
ターが発売されるなど、ものづ
くりを趣味にする人も増えてい
る。そこからのめり込み、ジュエ
リー製作を副業とする人も見か
けるようになってきている。
　そんな人たちから聞こえてく
るのは「自分らしいデザインの
ジュエリーが欲しい（見つから
ない）」ということ。
　すべての人が趣味でジュエ
リーを作れるわけではない。ハ
ンドメイドなどが流行っている
のは安いからではなく、デザイ
ンに夢を感じるからだ。オリジ
ナルに特化できればジュエ
リー人気も高まるはずだ。
　実際にプロのジュエリー職人
やメーカーなどに、ジュエリー専
用のCADを販売するSUZUHO
が先日開催した「3 Design V12」

の特別講習会には、沢山の受講者が
参加した。
　常にジュエリーの膝元であるフラ
ンスブランドのデザインやトレンドな
どの最新情報をいち早くCADの機
能に反映し、Version upgradeを続
ける3 De
s i gnのメー
カー、Gravo

Tech社から開
発陣が来日し、
日本語バージョ

ンの新機能や新しいシステムなどで
使いやすくなったところをプロに伝授
した。さらにCADの需要の広がりから
初心者向けの講習も開かれた。
　日本市場はあらゆる面で成熟し、現
代社会の情報は既にグローバル化さ
れ、欲しいものが買えなくとも、世界に
存在するあらゆる製品を見ることがで
きる。そのため、ユーザーの高まる欲
求を満たすためにもCADを導入し効
率的にジュエリーを制作する必要性
が高まっているのだ。多様化した価値
観に合わせたデザインには優れた
CADが必須となる。
　日本ではまだ、デザインをCADで描
ければいいという程度に留まっている
ようだが、新しいデザインを追い求める
には、あらゆる面において進化が必要
となってくる。ファッショントレンドやカ
ラーなど多彩な情報などを得るととも
に、スピーディーに制作するには進化し
た機能が重要となってくる。そのために
特別講習会をSUZUHOは定期的に
開催している。
　これから国内の宝飾産業の市場を
開拓するには、まずは需要と供給のバ
ランスを一致させることであろう。ハイ
ジュエリーや富裕層市場、富裕層予備
軍や中間層、それにオシャレに敏感な
若者にだってジュエリーの魅力は常に
伝え続けねばならない。ジュエリーを
欲しいという人が大勢いるのだから。
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AWE：9月16～20日／HKCEC：18～22日
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